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平均余命の伸長と合計特殊出生率の低下は、「相対的に多く
の孫と、相対的に短い期間成立する祖父母－孫関係」から、
「相対的に少ない孫と、相対的に長期間成立する祖父母－孫
関係」へと世代間関係の構造を変化させました。さらに、「家制度
から夫婦中心の家族へ」「家族の個人化」という家族変動によっ
ても、自明とされていた祖父母のスタイルは大きな変容を遂げてい
ます。本研究ではこの変容しつつある世代間関係について、家族
人口変動に加えて福祉レジームの影響を検討し、国際比較のも
と考察します。
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国際比較のもとステレオタイプ的な祖父母イメージを相対化しつつ、

人口学的条件の変化や家族変動のもとでこそ可能となるような、新

たな世代関係の方向性を探って行きたいと考えています。 ミクロレベルでの世代間関係を材料と

しながら、ミクロレベルの要因だけでなく、

マクロなレベルの要因がミクロなレベルに

及ぼす影響についても留意しつつ、分析

や考察を進めて参りたいと思っています。
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